
マスタ タイトルの書式設定

• マスタテキストの書式設定
• 第 2 レベル
• 第 3 レベル
• 第 4 レベル
• 第 5 レベル

2
Copyright © Hitachi,Ltd.2005　All rights reserved

日立の経営戦略について

株式会社 日立製作所

２００５年４月２８日
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01
「ｉ．ｅ．ＨＩＴＡＣＨＩプランⅡ」を
通じた事業構造改革
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「ベスト・ソリューション・パートナー」に向けた変革

「新時代のライフライン
を支えるソリューション」

「高度技術グローバル製品」

「ｉ．ｅ．ＨＩＴＡＣＨＩプランⅡ」の要点

事業ポートフォリオの組替えによる高収益体制の実現
グローバル化の加速
新事業の創造（InspireA事業）

目標

重点
施策

2005年度　ＦＩＶ黒字化

事業イメージ：売上高　9兆円規模　営業利益　4,000億円超
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事業ポートフォリオ再編成の実施

状況主な施策時期

将来の核となる事業強化に向け
た先行投資的施策を実施

ＮＥＯＭＡＸ（買収）

日立ユニシアオートモティブ、トキコ（吸収）

日立オムロンターミナルソリューションズ（合弁）

日立グローバルストレージテクノロジーズ（買収）

ＩＰＳアルファテクノロジ（合弁→持分）

富士通日立プラズマディスプレイ（買収）

日立プリンティングソリューションズ（売却）

2003～2005

収益状況が改善三菱日立製鉄機械（合弁→持分）

エルピーダメモリ（合弁→持分→上場）

ルネサステクノロジ（合弁→持分）

1999～2002

201
合弁・買収・売却等

収益状況が改善日立国際電気

日立ハイテクノロジーズ

グループ会社の統合等

日立製作所からの分社

成果主な施策

日立空調システム

日立ホーム＆ライフソリューション

日立産機システム

日立インダストリイズ

日立コミュニケーションテクノロジー

グループ内再編等
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ＦＩＶ黒字化への取り組み状況

２００２ ２００５

FIV=０

＋

－

都市開発
ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ
メディカル、金融

ディスプレイ、半導体

情報・通信ｼｽﾃﾑ
都市開発
材料

デジタルメディア
メディカル、金融
産業機械

材料、産業機械
家電、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ等

ＩＢＭ（ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

家電

半導体は合弁会社化による
開発・生産効率向上

ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｲﾝﾌﾗ

…

ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｲﾝﾌﾗ

統合

事業構造改革、競争力強化

…

情報・通信ｼｽﾃﾑ

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ
ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ
ディスプレイ
プラズマパネル

32%

68% 66%

34%
FIV黒字の事業
ユニット数比率

301

黒字

赤字 黒字

赤字

各事業ユニット計画値ベース
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2兆6,452億円

3兆2,774億円

2002年度 2004年度
16％

24%増

グローバル化の状況

アジア

北米

欧州

その他
地域

・２００２年度　３２％から、
２００４年度　３６％に拡大

・中国を中心にアジアが増加（３８％→４３％）

連結売上高に占める海外売上高

401

・北米、欧州、中国の３極に地域総代表を常駐

・中国において「日立展２００４」を開催

・日立(中国)研究開発設立

・ストレージ海外販売拠点増強

・バブコック(ドイツ）買収

・デジタル家電販売投資の拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

2004年度以降に実施した主な施策

3兆2,774億円

４３％

２７％

　２２％

　８％

2兆6,452億円

３８％

３４％

　２０％

　８％
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・Li電池
・燃料電池

キーテクノロジ・デバイス**
・ナノテクノロジ・材料

自動車機器
・ＣＩＳ
・ｴﾚｸﾄﾘｯｸ
　ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ
・走行制御*

ストレージ
サービス・
ソリューション
・アウトソーシング
・セキュリティ
（セキュリティPC、指静脈等）

・電子政府
・ネットワーク
　ソリューション
・ＲＦＩＤソリューション
（ミューチップ）
・広帯域ｱｸｾｽ機器*
・システム物流(3PL)*

製造検査装置

・半導体/液晶製造装置

・ストレージソリューション
・HDD
・ﾕﾋﾞｷﾀｽHDD

CIS: Car Information System
PDP: Plasma Display　Panel
3PL: Third Party Logistics

拡大事業拡大事業 育成事業育成事業

部門部門
またがりまたがり

個別個別
注力注力
個別事業
グループ
を中心に
推進

＜８事業分野＞

Ｎｏ.１を目指す次世代基幹事業 将来の基幹事業となる新事業

医療・バイオ
・診断医療ｼｽﾃﾑ
・医療支援サービス
・陽子線がん治療

コンシューマ
・デジタル家電Ｗｏｏｏ
・ＰＤＰ*
・テレビ用ＴＦＴ液晶*

社会インフラ
・都市再生
・交通システム
・石炭火力*

＊印：新規追加テーマ **ｷｰﾃｸﾉﾛｼﾞ・ﾃﾞﾊﾞｲｽと電池を統合

InspireA事業への取り組み 501

日立グルー
プの総合力
を生かす
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経営体質強化に向けた取り組み

「新経営プロセス」構築

「新ワーキングスタイル」への転換

「ITインフラの統合」

「ワールドワイドなバリューチェーン強化・再編」

経営効率化に向けたＩＴ基盤の
整備

ＥプロⅡ

技能五輪国際大会出場者多数技能五輪等を通じた人材の育
成・技能の伝承

モノづくり強化

採用人気ランキング上昇若年層向け情報発信の強化若手ブランド
価値向上

3,000億円の資金捻出実現

（正味運転資金手持日数　02/3末86.6日　→　05/3末74.4日）

正味運転資金の改善ＣプロⅡ

成果実施内容名称

2004年度資材費　前期比△3,000億円

2004年度間接費　2002年度比△95億円

資材調達費、間接費等のコスト
削減策の推進

Dプロ

コーポレート主導の経営革新施策

601
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02
さらなる業績改善に向けた
取り組みについて
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２００６年３月期見通し

４,０００億円超３,０００億円営業利益

９兆円規模９兆２,５００億円売上高

２００４年２月２日時点での

２００６年３月期想定事業規模

２００６年３月期見通し

２００４年２月２日時点での想定営業利益規模との偏差要因

将来の事業拡大に向けた先行投資の実施

富士通日立プラズマディスプレイの子会社化（デジタルメディア・民生機器）
注力事業強化に向けた開発投資拡大（ハードディスクドライブ、プラズマ、オートモティブシステム等）

市場環境の変化

デジタルメディア関連製品・部品の価格低下（ハードディスクドライブ、液晶ディスプレイ、プラズマ、DVD関連製品等）

原材料価格の高騰

さらなる構造改革の必要性、「モノ作り力」の強化

ハードディスクドライブ、液晶ディスプレイ、電力・電機、プラズマ　等

702 ２００４年２月２日時点での想定営業利益規模との偏差

InspireA事業の立ち上げ加速を図る開発投資の拡大
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さらなる業績改善に向けて

PDP事業の強化、白物家電事業の構造改革の推進デジタルメディア・
民生機器

ワールドワイドでの事業拡大と収益拡大高機能材料・金融

液晶事業の収益改善電子デバイス

受注拡大、伸長事業への経営資源集中電力・産業システム

基盤事業の強化、ＨＤＤ事業の収益改善情報通信システム

見通し　営業利益３，０００億円から上積みを図るための主な施策
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中・長期的な成長を目指して

2005年度は創業100周年（2010年）に向けた基礎固めの年

各事業部門ごとにブレークダウンしたアクションプランを付与

グループシナジーを発揮できる新事業創出への取り組み強化

「技術を通じた社会への貢献」の具現化

日立が強さを発揮できる事業・技術のポートフォリオの追求

100周年（2010年）に向けた今後の取り組み
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将来予想に関する記述 

 
本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点

で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく

異なることがありえます。その要因のうち、主なものは以下の通りです。 

• 市場における製品需給の変動及び価格競争の激化（特に情報通信システム部門、電子デ
バイス部門及びデジタルメディア・民生機器部門） 

• 新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社及び
子会社の能力 

• 急速な技術革新（特に情報通信システム部門及び電子デバイス部門） 
• 為替相場変動（特に円／ドル相場） 
• 製品需給及び為替変動に対応する当社及び子会社の能力 
• 主要市場（特に日本、米国及びアジア）における経済・社会状況及び貿易規制等各種規
制 

• 自社特許の保護及び他社特許の利用の確保（特に情報通信システム部門及び電子デバイ
ス部門） 

• 事業構造改善施策の実施 
• 製品開発等における他社との提携関係 
• 資金調達環境（特に日本） 
• 日本の株式相場変動 

 


